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市長の施政方針
甲州市議会３月定例会
次の１０年へ
新たな成長と発展

総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

新
年
度
当
初
予
算
編
成

　

昨
年
は
、
甲
州
市
が
市
制
施
行

10
周
年
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、「
次
の

10
年
」
へ
向
け
新
た
な
成
長
、
発

展
を
目
指
す
た
め
の
大
切
な
年
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
平
成
28
年
度
当
初
予
算

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
の
伸
び

悩
み
や
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
、

厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、
国
の
予

算
編
成
の
動
向
や
地
方
財
政
対
策
、

社
会
、
経
済
情
勢
の
推
移
等
に
留

意
し
、
編
成
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

財
政
運
営
の
さ
ら
な
る
健
全
化

を
推
進
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革

の
努
力
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
全

庁
一
丸
と
な
っ
て
経
費
の
削
減
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た

財
源
の
重
点
的
、
効
率
的
配
分
な

ど
、
創
意
工
夫
を
行
な
う
な
か
で
、

人
口
対
策
、
子
育
て
支
援
、
教
育
・

福
祉
、
観
光
・
農
業
等
の
振
興
、

生
活
関
連
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
、

甲
州
市
総
合
計
画
、
及
び
総
合
戦

略
に
基
づ
く
施
策
の
着
実
な
推
進

を
図
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

甲
州
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
は
、
今
後
５
ヶ
年
の
本

市
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向

を
鑑
み
、
具
体
的
な
施
策
53
事
業

を
ま
と
め
た
「
甲
州
市
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
」「
甲
州
市
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
外
部
委
員
で
組
織
い
た
し

ま
す
地
域
創
生
検
討
会
議
で
協
議

い
た
だ
き
、
議
会
に
於
か
れ
ま
し

て
も
審
査
を
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
公
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

妊
産
婦
に
切
れ
目
の
な
い

相
談
支
援
体
制
を
創
設

　

他
市
に
先
駆
け
て
市
の
重
要
施

策
と
し
て
、
取
組
ん
で
参
り
ま
し

た
「
産
前
産
後
ケ
ア
事
業
」
に
、

本
年
度
新
た
に
塩
山
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
相
談
機
能
の
充
実
を
図

り
、
全
て
の
妊
産
婦
に
切
れ
目
の

無
い
相
談
支
援
体
制
を
創
設
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
更
に
安
心
し
て
妊
娠

出
産
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
、市
民
と
協
働
で
「
マ

マ
の
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
の
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
保
育
料
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
の
基
準
よ
り
低
く

設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
更
に
多
子
世
帯
等
に
対
す

る
保
育
料
の
軽
減
等
を
、
国
及
び

県
の
動
き
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て

参
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
定
健
診
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
、
ま
た
、

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
に
基
づ
き
、

平成２８年甲州市議会３月定例会は、２月
２４日から３月１７日までの日程で開会され
ました。本会議初日の施政方針で田辺市長は、
新年度の主要事業などを述べました。
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効
果
的
・
効
率
的
な
保
健
事
業
に

取
り
組
み
、
加
入
者
の
皆
様
の
健

康
保
持
増
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
福
祉
施
策
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
」
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
新

た
に
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
を

含
む
、
生
活
困
窮
の
子
ど
も
に
対

す
る
学
習
支
援
事
業
を
始
め
、
対

象
者
が
学
校
や
勉
強
か
ら
逃
避
し

な
い
よ
う
学
習
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
進
学
や
就
職
に
よ
り
自
立

へ
の
門
を
開
か
せ
、
貧
困
の
連
鎖

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
高
齢
化
率
は
、

２
月
１
日
現
在
で
32
・
４
％
と
極

め
て
高
く
、
今
後
も
い
っ
そ
う
伸

び
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
く

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
１
施
設
の
事
業
者
を
、
公
募
の

う
え
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
、
平

成
28
年
度
中
の
完
成
に
向
け
、年
々

増
加
を
す
る
重
度
の
入
所
待
機
者

の
解
消
が
少
し
で
も
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本議会の初日、施政方針を述べる田辺市長

副市長に芹沢正吾氏（下於曽）が就任
本議会で、雨宮英司 副市長の任期満了に伴い、
芹沢正吾氏の選任について同意されました。
着任は４月１日付。

＊副市長＊
　芹 沢 正 吾 氏
　（せりざわ しょうご）
　６０歳
◦主な経歴

県総務部理事や県森
林環境部次長・観光
資源課長などを歴任

P I C K U P
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観
光
人
口
の
増
加
へ

誘
客
戦
略
の
体
制
強
化

　

観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
大

と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、「
人

と
地
域
資
源
を
活
か
し
た
フ
ル
シ

ー
ズ
ン
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
や
各
種
団
体
等
と
連
携

を
図
る
中
で
、「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
も
っ
て
各
種
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
県
内
外
へ
向

け
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
発

信
を
更
に
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

見
て
廻
る
だ
け
の
観
光
か
ら
、

触
れ
合
い
、
体
験
で
き
る
、
交
流

を
中
心
と
す
る
「
観
光
立
市
」
を

目
指
し
て
、「
国
際
化
や
広
域
化
」

な
ど
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
受

け
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
通
年

型
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
の
春
か
ら
運
行
が

開
始
さ
れ
る
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
ク

ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
（
豪
華
列
車
：

四
季
島
）」
の
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
受
け
入

れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
及
び

関
係
機
関
や
各
種
団
体
等
と
連
携

す
る
中
で
、
体
制
の
整
備
、
誘
客

活
動
の
強
化
と
駅
前
広
場
や
施
設

等
の
改
善
な
ど
ハ
ー
ド
整
備
に
よ

る
受
け
入
れ
態
勢
の
準
備
も
併
せ

て
取
り
組
む
こ
と
と
致
し
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
東

ぶ
ど
う
の
輸
出
促
進
へ

　

ブ
ド
ウ
の
輸
出
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
国
ぶ
ど
う
産
地
協
議
会
事

業
と
し
て
、
今
年
度
マ
レ
ー
シ
ア

に
て
市
場
調
査
等
を
行
い
、
大
き

な
手
ご
た
え
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の

輸
出
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
東
で
の

市
場
調
査
を
計
画
し
、
農
水
省
へ

事
業
補
助
の
採
択
に
向
け
て
準
備

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保

及
び
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ア

グ
リ
マ
ス
タ
ー
制
度
、
農
業
支
援

員
制
度
等
を
取
り
組
む
と
も
に
、

２
月
に
は
市
民
等
か
ら
な
る
「
甲

州
市
新
規
就
農
定
着
支
援
検
討
会

議
」
を
設
置
し
、
地
域
の
核
と
な

る
農
業
者
の
確
保
、
育
成
に
向
け

た
検
討
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
事
業
等
を
通
じ
て
、
更
な

る
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
務
め
、
参
加
者

と
受
入
農
家
の
増
加
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
世
界
農
業
遺
産
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

　

県
及
び
峡
東
３
市
で
は
、
4
月

の
申
請
書
の
提
出
に
向
け
計
画
書

の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
に
は
、
甲
州
市
塩

山
農
業
振
興
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
世
界
農
業
遺
産
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
市
民
の

皆
様
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て
で
す
が
、
今
年
度
設
置
し
ま
し

た
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る

鳥
獣
の
捕
獲
や
地
域
ぐ
る
み
で
管

理
す
る
防
護
柵
の
設
置
な
ど
の
鳥

獣
被
害
対
策
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

峡
東
ワ
イ
ン
リ
ゾ
ー
ト

本
格
的
な
構
想
が
展
開

　

甲
州
市
ワ
イ
ン
振
興
計
画
の
策

定
に
向
け
て
は
、
市
民
で
構
成
す

る
「
甲
州
市
ワ
イ
ン
振
興
計
画
策

定
検
討
委
員
会
」
を
設
置
致
し
ま

し
た
。

　

つ
い
て
は
、
本
委
員
会
に
お
い

て
、「
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
制

度
」
の
更
な
る
推
進
や
「
甲
州
ワ

イ
ン
乾
杯
条
例
」
等
の
推
進
に
向

け
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に

取
り
組
み
、
ワ
イ
ン
振
興
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
及
び
峡
東
３
市
に
よ

ぶどうの輸出促進へ取り組みま
す（写真：マレーシア市場調査）

市長の施政方針
甲州市議会３月定例会
次の１０年へ
新たな成長と発展

防護柵の設置など地域ぐるみで
鳥獣害対策を進めていきます。

農業や農村に関心を持っても
らおうと、農村ワーキングホ
リデーを開催しています。
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る
峡
東
地
域
ワ
イ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、「
峡
東
ワ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
構
想
」
が
２
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
具
体
的
な
事
業
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

次
に
、
商
工
振
興
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
3
回
に
わ
た
り
商

工
会
と
連
携
し
事
業
承
継
に
向
け

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

来
年
度
は
、
商
工
業
の
持
続
的

発
展
を
目
的
と
し
た
創
業
支
援
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
甘
草
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
で
収
穫
さ
れ
た
甘
草
を
チ
ッ

プ
及
び
粉
末
と
し
た
と
こ
ろ
で
す

の
で
、
市
内
食
品
業
者
等
と
連
携

し
、
甲
州
市
産
甘
草
を
活
用
し
た

様
々
な
商
品
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

県
内
初
の
選
定
へ

重
要
文
化
財
的
景
観

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
達
の
学
び
と
成
長
、

そ
し
て
市
民
の
生
涯
学
習
を
促
進

す
る
施
策
を
、
引
き
続
き
着
実
に

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
28
年
度
に
は
塩
山
南

小
学
校
の
北
館
大
規
模
改
修
工
事

と
、
老
朽
化
が
著
し
い
勝
沼
小
学

校
の
屋
内
運
動
場
大
規
模
改
修
工

事
設
計
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に

基
づ
く
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成

28
年
中
に
は
国
の
３
省
庁
か
ら
認

定
を
受
け
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

重
伝
建
の
選
定
を
受
け
た
上
条

地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度

か
ら
２
ヶ
年
の
継
続
で
、
保
存
対

策
調
査
事
業
を
実
施
し
、
地
域
の

災
害
の
特
性
や　

最
も
心
配
さ
れ

る
火
災
発
生
時
の
初
期
消
火
体
制

の
構
築
な
ど
、
防
災
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
文
化
的
景
観
調
査
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
勝
沼
の
ブ

ド
ウ
畑
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
群
」（
仮
称
）

を
文
化
的
景
観
と
捉
え
、
構
成
す

る
ブ
ド
ウ
畑
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
・
日

川
砂
防
施
設
・
勝
沼
宿
な
ど
を
包

括
的
に
調
査
し
、
保
存
計
画
の
資

料
と
す
る
ほ
か
、
山
梨
県
内
で
初

と
な
る
「
重
要
文
化
的
景
観
」
の

選
定
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
史
跡
「
勝
沼
氏
館
跡
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
整
備
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
基
本
計
画
で
あ

る
「
保
存
活
用
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

三 森 祐 昌 氏が逝去
生前のご功績をたたえ
謹んでお悔やみ申し上げます。
　旧勝沼町長の三森祐昌氏が３月９日（享年
８６歳）にご逝去されました。
　故人は、昭和４６年４月、山梨県議会議員
に初当選以来、勝沼町長を平成２年５月から
３期１２年在職するなど、長きに渡る政治家
としての功績は数多く、常に住民の先頭に立
ち、勝沼町政ならびに山梨県政の発展に寄与
されてこられました。
　生前のご功績をたたえ、謹んでお悔やみ申
し上げます。

旧勝沼町長／旭日小綬章

男女共同参画推進条例が制定
魅力あるまちづくり、人づくりへ
市や市民、事業者など、それぞれが果たすべ
き役割りを明確にし、連携・協働しながら取
り組むことで、甲州市に暮らし、また活動す
る誰もが、あらゆる場面で、その人らしく生
きることのできる社会の実現を目指し、「甲州
市男女共同参画推進条例」が今議会で制定さ
れました。
市では、今後も甲州市男女共同参画推進委員
を中心に、市民や事業者などへ、連携・協働
の男女共同参画を呼びかけていきます。

塩山高校吹奏楽部が演奏
議場コンサート初開催
甲州市議会では２月２６日、市役所本庁舎の
議場で、塩山高校吹奏楽部による「議場コン
サート」を初開催しました。
このコンサートは、市制施行１０周年に合わ
せ、議会を身近に感じてもらうことで、市議
会への関心を高めようと企画。生徒が奏でる
美しい音色は、議場に響き渡り、訪れた観覧
者を魅了していました。

P I C K U P

上条地区を紹介
するためフット
パス事業を展開
しています。
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平
成
28
年
甲
州
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　
平
成
28
年
度
予
算
は
、
国
の
予

算
編
成
の
動
向
や
地
方
財
政
対

策
、
経
済
情
勢
の
推
移
等
に
留

意
し
、
財
政
運
営
の
さ
ら
な
る
健

全
化
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き
続

き
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
経
費
の

削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
限

ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的

配
分
を
行
う
な
か
で
、「
甲
州
市

総
合
計
画
」
及
び
「
甲
州
市
総
合

戦
略
」
に
基
づ
く
施
策
の
着
実
な

推
進
を
図
り
、「
人
口
対
策
」、「
観

光
・
農
業
の
振
興
」、「
子
育
て
支

援
と
学
校
教
育
の
充
実
」、「
生
活

関
連
社
会
資
本
の
整
備
」
な
ど
の

重
要
な
政
策
課
題
に
対
す
る
各
種

事
業
を
推
進
す
る
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

一般会計 当初予算額 172 億 4,800 万円
市民 1 人あたりの税負担は・・・

12 万 28 円
市民 1 人あたりの歳出予算・・・

51 万 7,942 円
＊人口 33,301 人

（住民基本台帳調べ　平成 28年 1月 1日現在）

平成 28 年度

当初予算

限られた財源を
有効に活用し
重要施策・課題に対応

性質別構成（歳出）

歳入

歳出

地方交付税
53億 4,097 万 5千円

市税
39億 9,835 万 1千円国庫支出金

17億 5,793 万 9千円

市債
16億 7,040 万円

繰入金
11億 9,013 万 3千円

県支出金
9億 8,432 万 1千円

分担金及び負担金
3億 4,879 万 4千円

その他　19億 5,708 万 7千円

民生費
46億 3,069 万 7千円

総務費
27億 3,628 万 1千円

公債費
21億 8,949 万 9千円

教育費
19億 8,918 万 7千円

土木費
18億 6,871 万 8千円

衛生費
17億 4,445 万

5千円

農林水産業費
7億 7,277 万 5千円

消防費
6億 7,524 万 1千円

商工費
4億 225万 3千円

議会費　1億 7,811 万 4千円

労働費　2,578 万円

予備費　3,500 万円

人件費
25億 3,846 万 2千円

物件費
31億 5,317 万 2千円

維持補修費
6,908 万 9千円

補助費等
23億 1,332 万 5千円

扶助費
27億 2,890 万 9千円

普通建設（補助）
8億 1,540 万 6千円

普通建設（単独）
9億 4,958 万円

県営事業負担金
1億 3,706 万 8千円

公債費
21億 8,949 万 9千円

出資金・貸付金
1億 2,000 万円

積立金
3億 285万 6千円

繰出金
18億 9,563 万 4千円

予備費　3,500 万円

消
費
的
経
費投資的

経費

その他
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項　　目 内　　　　訳 金　額
民 生 費 高齢者・子育て支援・障害者などのために 13 万 9,056 円
総 務 費 課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのために 8 万 2,168 円
公 債 費 各種事業を実施した際の借入金の返済のために 6 万 5,749 円
教 育 費 義務教育・生涯学習・文化財保護・体育振興などのために 5 万 9,733 円
土 木 費 道路や橋の整備・河川の改修・市営住宅などのために 5 万 6,116 円
衛 生 費 健康診断・予防接種・環境衛生・ゴミ処理などのために 5 万 2,384 円
農 林 水 産 業 費 農林業の振興のために 2 万 3,206 円
消 防 費 防災・消防団・常備消防のために 2 万 277 円
商 工 費 商工業や観光の振興などのために 1 万 2,079 円
議 会 費 市議会の運営のために 5,349 円
労 働 費 勤労者福祉・高齢者の就労促進などのために 774 円
予 備 費 1,051 円

【特別会計】
会　計　名 予　算　額

国民健康保険事業 50億 1,254 万 3千円
診療所事業 6,944 万 8千円

後期高齢者医療 3億 9,868 万 6千円
介護保険事業 34億 9,232 万 9千円

居宅介護予防支援事業 1,156 万 1千円
訪問看護事業 6,300 万円
下水道事業 14億 3,191 万 2千円
簡易水道事業 8億 1,871 万 3千円
大藤財産区 447万 5千円
神金財産区 591万 2千円
萩原山財産区 1,679 万 2千円
竹森入財産区 92万 5千円

岩崎山保護財産区管理会 59万 9千円

【こうしゅう家の家計簿】
　市の予算と家庭の家計では仕組みが違いますが、わか
りやすく例えるために、平成 28年度一般会計の予算を
家計簿に置き換えてみました。
■収入
わたしの年収 市税などの自主財源 500万円
親からの支援 国・県からの支出金 659万円
ローンの借入 市債 124万円
■支出
食　費 人件費 189万円
家族の医療費など 扶助費 203万円
子どもたちへの仕送
り 繰出金 141万円
自宅の増改築や車の
修理費など

投資的経費、維持補
修費 147万円

自治会やサークル会
費など 補助費、貸付金 181万円
光熱費、通信費など 物件費 234万円
ローンの返済 公債費 163万円
その他 積立金、予備費 25万円

市民１人あたりの目的別経費の内訳

平成 28年度　主な事業【一般会計】
1 創意に満ちた活力ある産業のまちづくり
・地域農業支援・営農技術習得支援
　事業 １,２０１万３千円

・甲州市ワイン振興事業 ９９３万円

・有害鳥獣駆除対策事業 ９,４３９万円

2 健やかに心ふれあう健康・福祉のまちづくり
・予防接種事業 ７,４６０万８千円

・安心して妊娠出産子育てができる
　まちづくり事業（甲州市版ネウボ
　ラ構築事業）

９７５万３千円

・第二子出生支援事業 ３００万円

3 快適で安心して暮らせるまちづくり
・市道下塩後２２号線改良事業 ３億４００万円

・空き家バンク事業 ２,４９８万３千円

・奥野田分団詰所建設事業 １,０３５万円

4 自然と共生する環境保全のまちづくり
・ごみ減量及び再生利用推進事業 ９,９２９万４千円

5 心豊かな人を育む教育・文化のまちづくり
・小学校施設大規模改修事業 ４億１,６０９万２千円

・小学校エアコン設置事業 ９,３７６万４千円

・生活困窮者子どもの学習支援事業 ２６３万４千円

6 ともにつくる参画と協働のまちづくり
・出会いサポート事業 ４６３万８千円

・第２次男女共同参画推進計画策　
　定事業 ３３２万９千円

・甲州市の魅力発信事業 ３１０万円
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　甲州市国民健康保険では、生活習慣病の予防・早期発見・早期治療により、国保被保険者の
皆さんの健康維持・増進を図るために、人間ドック費用の助成を行います。

◇対象者（次のすべてに該当する方）
　　１）甲州市国民健康保険被保険者で、平成２９年３月３１日時点で３５歳から７４歳の方
　　　　（昭和１７年４月１日から昭和５７年３月３１日生まれの方）
　　２）国民健康保険税を滞納していない世帯の方
　　３）同じ年度内に特定健診及びがん検診を受診されていない方
◇助成金　　一人につき２０，０００円
　　　　　　実際にかかった費用から助成金を差し引いた金額が自己負担金となります。
◇定　員　　１，２００名（先着順）
◇申し込み方法
　　・受付期間　　４月２０日（水）から、定員になり次第終了
　　・受付場所　　国保年金課、または勝沼・大和支所市民福祉課
　　・持 ち 物　　国民健康保険被保険者証（保険証）
◇人間ドックの受診
　　・実施医療機関　　塩山市民病院、勝沼病院、山梨厚生病院、加納岩総合病院、
　　　　　　　　　　　山梨県厚生連健康管理センター、石和温泉病院クアハウス石和
　　・検査内容　　一日人間ドック
　　・受診期間　　平成２９年２月２８日（火）まで
◇その他
　　・国保人間ドック申し込み者は、市総合健診、国保個別医療機関健診、市乳がん・子宮がん検診を受けるこ
　　　とはできません。すべて人間ドック健診に含まれています。
　　・申込みは窓口での受付のみとなります。電話での申し込みはできません。

国保人間ドック費用助成の
受付が始まります

国保いきいきライフ通信

健康をはかろう
　健康を守るためには、まず自分の健康状態を知ることがスタートです。
そこで、自分でできる「健康をはかる」について考えていきたいと思います。
① 体重を測る
　日々の健康管理で一番身近で簡単に測れるものは体重です。体重を測ることで肥満
傾向や自分が食べた摂取カロリーと、運動で消費するカロリーのバランスが確認でき、
食生活や運動習慣など生活を振り返るきっかけになります。測ることで、なぜ増えた
のか？減ったのか？を考え、気づいたことを改善することで体重の維持や減量に繋が
ります。１〜２ｋｇの増減に一喜一憂せず、長く測り続けることが大切です。
　市で行っているメタボ改善教室参加の皆さんも、毎日体重計に乗り生活を意識する
ことで多くの方が減量に成功しています。市役所国保年金課の窓口に体重・脂肪率・
筋肉量が測れる体組成計を用意しています。お気軽にご利用ください。

平成２８年１月の医療費
医療費全体	 ２億８，７９９万円	（前年同月比	 △１，５５３万円）
１人当たり医療費	 ２８，１１６円	（前月同月比	 △４７２円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３２‐２１１１（内１１５）

保健師コラム
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現
在
、
国
で
は
、
高
齢
化
率

の
上
昇
と
共
に
自
宅
で
生
活
す

る
高
齢
者
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
高
齢
者
の

方
々
が
、
ど
の
よ
う
な
自
立
状

態
で
あ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
の
暮
ら
し
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
や
介

護
・
介
護
予
防
や
地
域
で
の
見

守
り
、
支
援
が
切
れ
目
無
く
、

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
言

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を

推
進
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

は
、
高
齢
者
も
、
高
齢
者
以
外

の
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

出
来
る
こ
と
を
み
ん
な
で
取
り

組
ん
で
い
く
と
い
う
考
え
方
で
、

そ
の
考
え
方
は
、「
自
助
」「
互
助
」

「
共
助
」「
公
助
」で
あ
り
、「
共
助
」

「
公
助
」
は
、
社
会
保
障
制
度
や

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

今
後
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
の

が
、「
自
助
」「
互
助
」
の
取
り

組
み
の
２
つ
で
す
。

　
「
自
助
」
と
は
、
自
分
の
事
は

で
き
る
だ
け
自
分
で
す
る
よ
う

努
力
す
る
こ
と
で
あ
り
、
介
護

予
防
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
。「
互
助
」
と
は
、
地

域
や
家
族
、
そ
し
て
高
齢
者
同

士
で
支
え
あ
う
取
り
組
み
、
介

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
や
、

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
い
き
い

き
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
、
区
や
組

単
位
な
ど
ご
く
身
近
な
住
民
組

織
の
活
動
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
や
、
高
齢
者
夫
婦
世

帯
が
増
加
す
る
中
で
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た

め
に
は
公
的
な
制
度
だ
け
で
な

く
、「
自
助
」「
互
助
」
が
ま
す

ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
「
向
こ
う
３
軒
両
隣
」

と
い
っ
た
昔
な
が
ら
の
地
域
の

つ
な
が
り
、
地
域
の
見
守
り
支

援
体
制
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
普
段
か
ら
顔
見
知

り
に
な
り
、「
２
、３
日
出
か
け

る
の
で
留
守
に
し
ま
す・・・」「
○

○
さ
ん
、
最
近
姿
が
み
え
な
い

け
ど
家
に
い
っ
て
み
よ
う
か
し

ら
・
・
・
」
な
ど
と
声
を
か
け

あ
え
る
地
域
の
支
え
あ
い
を
も

う
一
度
見
直
し
、「
高
齢
者
が
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
甲
州

市
」
を
目
指
し
て
地
域
の
皆
様

と
一
緒
に
私
た
ち
行
政
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

高齢者の助っ人 これからますます大切な地域の見守り、
支えあい、地域包括ケアシステム

地域包括支援センターです‼

３ヶ月児健診
 　出生後、甲州市で初めて受ける集団健診と
して、「３ヶ月児健診」を毎月開催しています。
赤ちゃんの体重は、生後３ヶ月頃までに急激
に増え、ほぼ２倍になります。また、「首がす
わる」「声をかけた方をみようとする」など、
興味が広がる時期であります。
　３ヶ月児健診では小児科医師の診察や保健
師の問診・相談のほか、助産師による母乳相
談も受けることができたり、ブックスタート
として図書館司書による絵本の紹介もしてい
ます。
　健診はお子さんの発育・発達を確認だけで

なく、産後のお母さんの体調面や、育児相談
の機会にもなっています。対象月に都合のつ
かない場合でも、翌月以降に受けることが可
能ですので、その際は下記までご連絡くださ
い。お子さんの健やかな成長を応援します。
＊日　　程　すくすくカレンダー、広報で
　　　　　　ご確認ください。
＊受付時間　午後１２時４５分
　　　　　　　　　　　～午後１時２０分
＊場　　所　塩山保健福祉センター
＊持 ち 物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　　　おむつセット、印鑑、保険証
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３ ‐ ７８１２
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　３月１３日、勝沼市民会館で「甲州市景観セミ
ナー」を開催しました。
　甲州市景観アドバイザーの加藤幸枝さんを講師
に招き、「甲州市らしい魅力ある色彩景観づくり」
をテーマに“甲州市らしい景観”について建築物
などの色彩という面からみえてくるまちづくりや
色彩基準の講演に、参加した皆さんは熱心に耳を
傾けていました。
　また、塩山高校商業研究部の皆さん、市職員で
構成する景観調和住宅研究グループのそれぞれか
ら取り組み事例が発表されました。

甲州市らしい景観へ
甲州市景観セミナー

地域を表現した甲州市らしい魅力ある色彩景
観づくりを話し合いました。

3.13

　甲州市食育推進会議は３月１２日、甲州市民文
化会館で「食育じまん発表会」を初開催しました。
　甲州市の食育ソング「ぱきぱきマンの歌」を作
詞作曲した沢登秀信さんが奏でる軽快な音楽に合
わせ、千野保育園の子どもたちらが踊りを披露す
るほか、大和保育所や塩山北小学校、食生活改善
推進員さんの活動発表など、こだわりの食材を使っ
た食育推進協力店の試食が行われました。
　また、食育カルタや親子クッキング教室なども
行われ、子どもから大人まで幅広い皆さまに食育
の実践の輪が広がった一日となりました。

甲州市食育推進
食育じまん発表会

楽しい食育、うれしい食育・・・私たちが取
り組んできた「食育じまん」を存分に発表。

3.12

まちのわだい

加
藤
先
生
に
よ
る
“
色
彩
景
観
”
の
講

演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
皆
さ
ん

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
発
表
し
て
く
れ
た

塩
山
高
校
商
業
研
究
部
の
皆
さ
ん

み
ん
な
で
楽
し
く
「
ぱ
き
ぱ
き
マ
ン

の
歌
」
を
歌
っ
て
踊
り
ま
し
た
♪

初
め
て
の
“
お
に
ぎ
ら
ず
”
作
り
に

挑
戦
！
お
い
し
く
で
き
る
か
な
？

現在開催中
樋口一葉絵物語

故 村松辰夫氏が樋口一葉の生涯
を想い描いた特別企画展を開催
しています。
期間：４月１８日（月）まで
場所：市役所本庁舎
　　　市民ギャラリー
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　菱山４区自主防災会は、（財）自治総合センター
のコミュニティ助成事業による補助を受け、担架
等の防災資機材を整備しました。
　整備された防災資機材を実際に使用し、新しい
資機材の使用方法などを確認しました。
　このコミュニティ助成事業は、宝くじの社会貢
献広報事業として実施されており、資機材は宝く
じの助成金で整備しました。

コミュニティ助成事業
防災備品を整備

自治総合センターの助成事業による補助を受
け、担架等の防災資機材を整備しました。

3.15

　甲州市と甲州市男女共同参画推進委員会は３月
１９日、甲州市民文化会館で、男女（みんな）で
環（わ）になり笑顔のフォーラムを開催しました。
　「男女（みんな）が輝くまちづくり」をテーマに、
５年前の東日本大震災で大津波を体験した奥田香
世さんが、日常の心掛けや命の尊さを語りかけ、
小笠原祐司さん (NPO 法人 bond place 代表 ) の
進行により、数人のグループに分かれ、災害への
心構えなど意見交換を行いました。参加者は話し
合うことの大切さを再認識し、自分たちにできる
ことを、あらためて考え始める場となりました。

男女（みんな）で 環（わ）になり
笑顔のフォーラム

家族で話し合うことの大切さ・・まずは自分
にできることを考えました。

3.19

今
回
整
備
し
た
担
架
の
扱
い
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
訓
練
し
ま
し
た

防
災
資
機
材
を
適
切
に
使
う
こ
と
で
地

域
の
防
災
力
を
高
め
ら
れ
ま
す

奥
田
さ
ん
の
真
に
迫
る
体
験
談
に
、
命

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た

そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
、
あ

ら
た
め
て
考
え
ま
し
た

2016.4 
INFORMATION

登山者の安全祈願
大菩薩山開き 介山祭

大菩薩へ訪れるハイカーの安全
を祈願して山開き「介山祭」が
４月１４日に雲峰寺で行われま
す。また、介山の名前は、小説

「大菩薩峠」で知らせる文豪 中
里介山から付けられています。

広
報
担
当
が

オ
ス
ス
メ
！
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通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
に
伴
う
窓
口
延
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が
は
じ
ま

り
、
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、

本
庁
舎
市
民
課
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当
の
窓

口
を
、
午
後
７
時
15
分
ま
で
延
長
し
て
き
ま

し
た
が
、
４
月
以
降
も
毎
週
水
曜
日
の
窓
口

延
長
を
継
続
し
ま
す
。

※�

水
曜
日
の
窓
口
延
長
は
、
通
知
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
手
続
き
の

み
の
窓
口
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
発

行
、
住
民
異
動
な
ど
の
お
手
続
き
は
出
来

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
受
付
は
、

午
後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
０
２
～
１
０
５
） 情 報

information

引
越
し
等
の
住
民
異
動
届
の
手
続

き
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

住
所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
住
民
異
動
届

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
転
入
届(

市
外
か
ら
の
引
越
し)

、
転
居
届

(

市
内
で
の
引
越
し)

は
、
新
し
く
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内
、
転
出
届(

市
外
へ
の
引

越
し)

は
、
引
越
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
の

受
付
と
な
り
ま
す
。

　

転
入
、
転
居
の
手
続
き
の
際
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）、住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
顔
写
真
付
の
み
）
の
裏
面
に
新
住
所
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。　

　

転
出
届
は
、
ま
ず
市
民
課
で
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
い
た
後
に
、「
転
出
証
明
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
転
出
先
の
住
所
が
わ
か
ら
な

い
と
住
所
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
出
証
明
書
は
、
引
越
先
の
市
区
町
村
で

転
入
届
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
カ
ー
ド
で
の
転
出
・

転
入
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
異
動
届
の
時
間
外
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
異
動
届
の
際
に
は
、
関
係
窓

口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
出
来
る

の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
窓
口

　
本
庁
舎　
市
民
課

　
勝
沼
支
所
、
大
和
支
所

■
受
付
日
時

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
持
ち
物

　

�

印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
等

の
市
か
ら
発
行
さ
れ
た
書
類
全
て
。

※
な
り
す
ま
し
に
よ
る
異
動
届
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の
提

示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

介
護
保
険
料
仮
徴
収
額
通
知
書
の

廃
止
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
で
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、４
月
の
初
め
に
仮
徴
収
額
（
４

月
、
６
月
、
８
月
）
の
金
額
を
記
載
し
た
通

知
書
を
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、４
月
、６
月
、

８
月
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
２
月
分
の

金
額
と
同
額
と
な
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か

ら
通
知
書
の
発
送
を
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
、
12
月
お
よ
び
翌
年
２
月
分

の
保
険
料
は
、
本
徴
収
分
と
し
て
７
月
に
年

間
保
険
料
が
確
定
し
ま
す
の
で
、
仮
徴
収
分

を
差
し
引
い
た
額
を
３
回
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
額
は
７
月
中
に
通
知

し
ま
す
。

※�

仮
徴
収
（
４
月
、
６
月
、
８
月
）
と
本
徴

収
（
10
月
、
12
月
、
２
月
）
の
差
が
大
き

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
６
月
、

８
月
の
保
険
料
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す(

保
険
料
の
平
準
化)

。
仮
徴
収
額
が

変
更
に
な
る
場
合
は
、
５
月
中
に
通
知
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
６

４
月
か
ら
お
近
く
の
郵
便
局
で
も

県
へ
の
公
金
を
す
べ
て
お
支
払
い

い
た
だ
け
ま
す

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
窓
口
で
の
県

へ
の
お
支
払
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
税
、

県
営
住
宅
使
用
料
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
す
べ
て
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

◦�

平
成
28
年
４
月
以
降
に
発
行
さ
れ
る
納
入

通
知
書
等（
裏
面
に
納
入
場
所
と
し
て「
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
」
と
印
刷
）
／
郵

便
局
で
お
支
払
い
が
出
来
ま
す
。

◦
平
成
28
年
３
月
以
前
に
発
行
さ
れ
た
納
入

通
知
書
等（
裏
面
に
納
入
場
所
と
し
て「
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
」
と
印
刷
さ
れ
て

い
な
い
も
の
）
／
郵
便
局
以
外
の
金
融
機

関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県　
出
納
局
管
理
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
０
６
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甲
州
市
景
観
計
画
第
２
次
変
更
に

伴
う
市
民
意
見
の
公
募
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　

甲
州
市
景
観
計
画
（
平
成
24
年
12
月
21
日

告
示
）
の
一
部
を
変
更
し
、
景
観
形
成
基
準

の
う
ち
色
彩
に
つ
い
て
定
量
的
な
基
準
を
設

け
る
た
め
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
公
募
し
ま
す
。

■
閲
覧
場
所

◦
市
役
所
本
庁
舎　
都
市
整
備
課

◦
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
担
当

◦
大
和
支
所　
地
域
振
興
担
当

◦
甲
州
市
ホ
ム
ペ
―
ジ

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
26
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
閲
覧
は
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■
意
見
提
出
の
対
象
と
な
る
方

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

③�

市
内
で
事
業
ま
た
は
活
動
を
行
な
う
法
人

及
び
団
体

④�

市
に
対
し
て
納
税
義
務
が
あ
る
個
人
、
法

人
及
び
団
体

■
意
見
の
提
出
方
法

　

�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
提
出
用
紙
ま

た
は
任
意
の
様
式
に
、
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
記
入
し
、郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
持
参
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
意
見
の
提
出
先

①
郵
送
の
場
合
の
あ
て
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
役
所　
都
市
整
備
課

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
先

　
ＦＡＸ
32-

５
０
７
９

③
電
子
メ
ー
ル

　

toshiseibi@
city.koshu.lg.jp

④
持
参
提
出
先

◦
市
役
所
本
庁
舎　
都
市
整
備
課

◦
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
担
当

◦
大
和
支
所　
地
域
振
興
担
当

■
そ
の
他

◦�

住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報
は

公
表
、
他
の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◦�
ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い
た
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
意
見
の
原
稿
等
は
返

却
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会

委
員
募
集

　

市
で
は
、
世
界
各
国
の
人
々
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
市
民
の
国
際
感
覚
を
養
い
、
国
際

意
識
を
高
め
、
友
好
交
流
を
深
め
る
た
め
の

事
業
を
計
画
立
案
し
、
実
践
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア

イ
オ
ワ
州
エ
イ
ム
ズ
市
や
、
フ
ラ
ン
ス
共
和

国
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
域
圏
コ
ー
ト
＝
ド
ー
ル

県
ボ
ー
ヌ
市
と
の
交
流
を
継
続
す
る
た
め
の

事
業
や
、
教
育
文
化
な
ど
の
分
野
で
、
世
界

各
国
と
の
国
際
交
流
を
深
め
る
た
め
の
事
業
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
と
の
交
流
事
業

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

■
定　
員　
３
名
程
度

■
任　
期　

２
年

※
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
末
日
ま
で

■
対　
象

　

�

市
内
在
住
で
、
国
際
交
流
に
関
心
が
あ
り
、

委
員
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
18
歳
以
上
の
方
。（
平
成
28
年
４

月
１
日
現
在
）

■
応
募
方
法

　

�

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
15
日
（
金
）

■
選　
考

　

�

選
考
結
果
は
、
４
月
下
旬
ま
で
に
本
人
に

通
知
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
役
所　
市
民
課

　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

マイナンバーカードの交付
 市役所にお越しください

* マイナンバーカードが出来上がったら・・・
①市から「交付通知書」を送付します。
②次の書類を準備し、来庁してください。
　交付通知書／マイナンバーの通知カード
　本人確認書類（２点）／住基カード（お持ちの方のみ）
なお、交付通知書には混雑緩和のための交付日の期限の記載が
ありますが、期限を過ぎてしまっても交付は可能です。
※�代理人による交付は、申請者本人が来庁出来ない事を証明す

る資料（診断書、障害者手帳、施設等に入所していることを
証明する資料等）や、申請者本人及び代理人の顔写真付の公
的な身分証明書が必ず１点以上必要です。

　�また、１５歳未満の方や成年後見人の方も、原則、法定代理
人の方とともに来庁していただく必要があります。

��　�代理人による交付は、仕事多忙などの理由では受け付けるこ
とができませんので、ご注意ください。※マイナンバーカー
ドの申請が殺到しているため、交付までにお時間をいただい
ております。ご了承ください。

※�月曜日は交付窓口の混雑が予想されます。お時間に余裕を
持ってお越しください。

◆お問い合わせ先　市民課　住民記録・戸籍担当
　　　　　　　　　☎３２ ‐ ２１１１（内１０２～１０５）



平成 28年 4月
14

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
～
平
成
28
年
度
の
対
象
者
～

　

今
年
度
の
定
期
接
種
、
任
意
接
種
そ
れ
ぞ

れ
の
対
象
者
は
次
の
方
々
に
な
り
ま
す
。

【
定
期
接
種
】

①�

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
と

な
る
方

◦�

65
歳
（
昭
和
26
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
27

年
４
月
１
日
生
）　

◦�

70
歳
（
昭
和
21
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
22

年
４
月
１
日
生
）　

◦�

75
歳
（
昭
和
16
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
17

年
４
月
１
日
生
）　

◦�

80
歳
（
昭
和
11
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
12

年
４
月
１
日
生
）　

◦�

85
歳
（
昭
和
６
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
７

年
４
月
１
日
生
）　

◦�

90
歳
（
大
正
15
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
２

年
４
月
１
日
生
）　

◦�

95
歳
（
大
正
10
年
４
月
２
日
生
～
大
正
11

年
４
月
１
日
生
）　

◦�

１
０
０
歳
（
大
正
５
年
４
月
２
日
生
～
大

正
６
年
４
月
１
日
生
）　

②�

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す

る
方

【
任
意
接
種
】

　

�

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
と

な
る
方

◦�

76
歳
～
79
歳
（
昭
和
12
年
４
月
２
日
生
～

昭
和
16
年
４
月
１
日
生
）　

◦�

81
歳
～
84
歳
（
昭
和
７
年
４
月
２
日
生
～

昭
和
11
年
４
月
１
日
生
）　

◦�

86
歳
～
89
歳
（
昭
和
２
年
４
月
２
日
生
～

昭
和
６
年
４
月
１
日
生
）　

◦�

91
歳
～
94
歳
（
大
正
11
年
４
月
２
日
生
～

大
正
15
年
４
月
１
日
生
）　

◦�

96
歳
～
99
歳
（
大
正
６
年
４
月
２
日
生
～

大
正
10
年
４
月
１
日
生
）　

◦�

１
０
１
歳
以
上
（
大
正
５
年
４
月
１
日
以

前
の
生
ま
れ
の
方
）　

■
接
種
期
間

　

�

平
成
28
年
度
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
定
期・

任
意
と
も
に
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
が

接
種
期
間
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
費
用

　

�
定
期
・
任
意
と
も
に
市
か
ら
の
費
用
助
成

額
が
１
人
に
つ
き
１
回
４
，０
０
０
円
（
１

回
限
り
）
で
す
の
で
、
各
医
療
機
関
に
お

い
て
４
，
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
金
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※�

接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
直
接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
費
用
免
除
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、福
祉
課
（
福

祉
事
務
所
）
で
発
行
す
る
「
被
保
護
証
明
」

を
接
種
す
る
際
に
医
療
機
関
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
証

明
書
発
行
の
手
続
き
を
済
ま
せ
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

※�

医
療
機
関
に
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

辻もえ子さん（勝沼町山）
ビブリオバトル県大会で連覇！
　おすすめの本を紹介し合い、聴衆が最も読みたくなっ
た１冊を決める「風林火山ビブリオバトル～やまなし書
評合戦頂上決戦！」（県教委主催）が２月２１日に県立図
書館で開かれ、辻もえ子さん（勝沼町山）が、見事チャ
ンプ本に選ばれ、２連覇を達成しました。
　今回は、テレビアナウンサー４名が参戦するなど大会
全体が盛り上がり、そのなかチャンプ本に選ばれたこと
から、辻さんは「まさか選ばれるとは思わず、驚いた。トー
ク力やプレゼン能力も必要だと思いますが、私の場合、"
本のチカラ " に助けられた部分が大きいと思います。」と
感想を話してくれました。

「ビブリオバトルが県
内でも、もっと盛んに
なるといいと思う！」
と話す辻さん。

■
予
診
票

【
定
期
接
種
】

　

�

対
象
年
齢
と
な
る
方
に
は
、
個
人
通
知
と

予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。（
４
月
下
旬
発
送

予
定
）

【
任
意
接
種
】

　

�

対
象
年
齢
の
方
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
市
役
所
健
康
増
進
課
の
窓

口
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
過
去
の
接
種
歴

等
の
確
認
後
発
行
さ
れ
る
「
予
診
票
」
と

「
費
用
助
成
券
」
を
医
療
機
関
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

※�

昨
年
度
以
前
の
予
診
票
・
費
用
助
成
券
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

過
去
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
定
期
・
任

意
費
用
助
成
接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※�

接
種
を
す
る
際
に
本
人
の
意
思
の
確
認
が

容
易
で
な
い
場
合
は
、
家
族
ま
た
は
、
か

か
り
つ
け
医
の
協
力
の
も
と
、
そ
の
意
思

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
接
種
を
し
て
く
だ

さ
い
。
明
確
に
本
人
の
意
思
が
確
認
で
き

な
い
場
合
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
接

種
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４



広報こうしゅう
15

ひ
と
り
親
家
庭
で
小
中
学
校
へ
入
進

学
さ
れ
た
児
童
が
い
る
家
庭
の
皆
さ

ま
へ

　

４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
さ
れ
た
児
童

が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
市
か
ら
祝
金
と

し
て
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
し
ま

す
。

■
次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
方
は
、
子
育

て
支
援
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
）

◦
市
内
在
住

◦�

平
成
28
年
４
月
に
県
内
の
小
中
学
校
（
特

別
支
援
学
校
を
含
む
）
へ
入
進
学
す
る
児

童
を
育
て
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
（
父
母
の
な
い
児
童
の
養
育

者
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

※�

た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活
支

援
施
設
を
含
む
）
に
入
所
中
の
児
童
や
、

里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
く
。

◦
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

■
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

◦�

平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
分
）
の
所
得
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

※�

た
だ
し
、
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
廃
止
及
び
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の

方
に
対
す
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
の

廃
止
が
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
場
合

に
所
得
税
が
非
課
税
と
な
る
世
帯
は
含
む
。

※�

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
い
方
で
も
、

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
詳
し
く

は
子
育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）

※�

申
請
後
に
前
記
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
・
住
所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
す
み
や
か
に
「
変
更
・
辞
退
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　
４
月
８
日
（
金
）

■
提　
出

○�

平
成
28
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入

進
学
祝
金
支
給
申
請
書

○�

申
請
者
と
対
象
児
童
の
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
金
受
給
資
格
書
証
の
写
し

※�

受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
児
童

扶
養
手
当
証
書
、
ま
た
は
申
請
者
及
び
入

進
学
児
童
の
属
す
る
戸
籍
謄
本
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
っ

ぷ
っ
ぷ 

開
館
時
間
を
変
更
し
ま
す

　

４
月
か
ら
あ
っ
ぷ
っ
ぷ
の
開
館
時
間
が
次

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

■
開
館
日　
月
～
金
曜
日

■
時　
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
っ
ぷ
っ
ぷ

　
☎
39
‐
９
３
８
２

乳がん検診／子宮がん検診
歯周疾患検診のお知らせ

①乳がん検診
■対　象　市内在住で原則２０歳以上の女性
■実施医療機関
　�塩山市民病院、勝沼病院、山梨厚生病院、加

納岩総合病院、山梨県厚生連健康管理セン
ター、石和温泉病院クアハウス石和

■内　容
　�原則、３９歳以下は、医師の視触診と乳房超

音波検査です。また、４０歳以上は、医師の
視触診とマンモグラフィーです。

■自己負担金　８００円
※�受診後、１～２ヵ月後に結果を通知します。
②子宮 ( 頸部 ) がん検診
■対　象　市内在住で原則２０歳以上の女性
■実施医療機関
　�山梨県内の産婦人科医会加入の指定医療機

関、近隣医療機関として、塩山市民病院、勝
沼病院、山梨厚生病院、加納岩総合病院、中
村産婦人科医院など

■内　容
　�子宮頸部がん検診（子宮体部がん検診は、助

成対象外となります）
■自己負担金　　１，１００円
※�受診後、１～２ヵ月後に結果を通知します。
③歯周疾患検診
■対　象　市内在住で原則２０歳以上の女性
■実施医療機関
　�山梨県歯科医師会加入の医療機関（市内外の

歯科医院）
■内　容　現存歯、消失歯、歯肉の状態など
■自己負担金　８００円
※�医師の判断により保険診療を行ない、別途料

金が発生する場合もあります。

■申込方法　�

　�市役所本庁舎健康増進課、勝沼支所、大和支
所の窓口で受診票を発行します。

■実施期間　４月１日（金）～
　　　　　　平成２９年３月３１日（金）まで
■その他
・�甲州市国保人間ドックを受診される方は、乳

がん・子宮がん検診は利用できません。（人間
ドックに含まれています）。

・�何らか症状がある場合、また経過観察となっ
ている場合は検診ではなく医療受診をしてく
ださい。

◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康企画・医療担当
　☎３２ ‐ ５０１４
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国民健康保険・後期高齢者医療制度
平成２８年４月から入院時食事療養費等の負担額が変わります
国民健康保険および後期高齢者医療制度の入院時の食事代について、１食あたり２６０円（現役並み所
得者、一般所得区分の方）を負担いただいておりますが、入院と在宅療養の負担の公平性を図る観点か
ら、食材費相当額に加え、調理費相当額も負担していただくこととなりました。平成２８年４月１日か
らは、下記の表のように変更になります。なお、低所得者の方などは変更ありません。

＊入院時の食事代＊

※�平成２８年４月１日から３６０円、平成３０年４月１日から４６０円に引き上げられます。（指定難
病患者又は小児慢性特定疾病児童等一部例外を除く。）

◆お問い合わせ先　国保年金課　国保・年金担当　☎３２ ‐ ２１１１（内１１２～１１４）

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
等

は
市
役
所
へ
の
届
出
が
必
要
で
す

　

４
月
は
就
職
や
退
職
、
扶
養
の
認
定
や
解

除
、
ま
た
就
学
の
た
め
の
転
出
な
ど
、
健
康

保
険
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要
に
な
る
時

期
で
す
。

　

健
康
保
険
の
切
り
替
え
は
、
自
動
で
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
届
出
の
義
務
者
は
世
帯
主
に
な
り
ま

す
が
、
同
一
世
帯
の
方
で
あ
れ
ば
、
委
任
状

を
省
略
し
て
代
理
の
届
出
が
可
能
で
す
。

■
社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は　
　
　
　

　

�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
方
で
、
会
社

へ
就
職
や
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
た
な
ど
、

新
た
に
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

窓
口
で
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
届
出
に
は
、
社
会
保
険

証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
届
出
人

の
身
分
証
明
書
、
世
帯
主
と
手
続
き
対
象

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
等
）
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

「
医
療
費
返
還
手
続
き
」

　

�

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
届
出
を
し
な
い
と

国
民
健
康
保
険
税
は
課
税
さ
れ
続
け
、
会

社
の
健
康
保
険
と
国
民
健
康
保
険
に
、
二

重
加
入
し
て
い
る
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

�

ま
た
、
他
の
保
険
資
格
を
有
す
る
期
間
に

国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
受
診
さ
れ

た
場
合
、
保
険
者
負
担
分
金
額
（
７
割
あ

る
い
は
８
割
分
）
を
甲
州
市
へ
返
納
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
加
入
し
て
い
る
保
険

者
に
甲
州
市
へ
支
払
っ
た
金
額
を
請
求
し

て
い
た
だ
く
「
医
療
費
返
還
手
続
き
」
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
他

の
保
険
資
格
取
得
後
は
国
民
健
康
保
険
証

を
使
用
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
社
会
保
険
を
脱
退
さ
れ
た
と
き
は　
　
　

　

�

退
職
や
扶
養
認
定
の
解
除
に
よ
り
社
会
保

険
を
脱
退
し
た
後
、
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
な
い
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
届
出
に
は
、

退
職
証
明
書
、
ま
た
は
社
会
保
険
資
格
喪

失
証
明
書
な
ど
の
ほ
か
に
、
印
鑑
、
届
出

人
の
身
分
証
明
書
、
世
帯
主
と
手
続
き
対

象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書

類
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
等
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
併
せ
て
国
民

年
金
加
入
の
手
続
き
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
就
学
の
た
め
に
転
出
す
る
と
き
は　
　
　

　

�

学
業
の
た
め
転
出
し
た
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
転
出
後
も
甲
州
市
の
国
民
健
康
保
険

証
を
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

在
学
証
明
書
等
、
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課 

国
保･

年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
２
～
１
１
４
）

所得区分 食費（1食あたり）

課税世帯 現役並み所得者 260円　⇒　360 円 ※

一般 260円　⇒　360 円 ※

非課税世帯 低所得者Ⅱ ９０日までの入院 210 円　（変更ありません）

過去１２か月で９１日以
上の入院（長期入院） 160 円　（変更ありません）

低所得者Ⅰ 100 円　（変更ありません）
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国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特

例
申
請
に
つ
い
て

　
国
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
20
歳
に
な
る
と
、

厚
生
年
金
以
外
の
方
は
国
民
年
金
へ
加
入
と

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
の
少
な
い
学
生
の
方
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
先
送
り
（
猶
予
）

で
き
る
制
度
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
利

用
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の

ま
ま
に
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま

し
ょ
う
。

◎
学
生
納
付
特
例
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

◦�

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
も
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

例
‥�

在
学
中
の
ス
ポ
ー
ツ
の
け
が
、
病
気
や

事
故
に
備
え
ら
れ
ま
す
。

◦�

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間（
受

給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
に
な
る
方

　

�

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
学
校
教
育
法
で

規
定
さ
れ
て
い
る
修
業
年
限
が1

年
以
上

の
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本

人
の
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
方

■
所
得
の
目
安

　

�

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万

円
で
計
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
場
合

■
学
生
納
付
特
例
期
間
の
年
金
は
ど
う
な
る

　
の
？

　

�

将
来
受
け
取
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

◎�

保
険
料
が
未
納
で
、
も
し
手
続
き
を
何
も

し
な
か
っ
た
ら
・
・
・

○�

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
病
気
や
け
が

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
年
金
が
受
け
取

れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○�

老
後
に
受
け
取
る
年
金
額
も
少
な
く
な
り

ま
す
。

■
手
続
き
に
つ
い
て

○
継
続
し
て
申
請
す
る
場
合

　

�

平
成
27
年
度
に
お
い
て
学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
在
学

予
定
の
方
へ
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
基
礎

年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式

の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

�

平
成
27
年
度
と
同
じ
学
校
等
に
在
学
さ
れ

る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
記
載
事
項

を
記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

新
規
に
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
場
合

（
20
歳
取
得
の
学
生
を
含
む
）、
ま
た
継
続

申
請
す
る
方
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い

場
合

　

�

学
生
証
（
有
効
期
間
が
標
記
さ
れ
て
い
る

も
の
）
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書
、

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
国
保
年
金
課
国
保・

年
金
担
当
、
支
所
市
民
福
祉
担
当
、
ま
た

は
甲
府
年
金
事
務
所
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

詳
し
い
手
続
き
や
相
談
な
ど
は
国
保
年
金

課 

国
保
・
年
金
担
当
、
ま
た
は
甲
府
年
金

事
務
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
３・
１
１
４
）

　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

大
菩
薩
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
新
緑
編
）

参
加
者
募
集

■
開
催
日

　
５
月
12
日
（
木
）　
※
雨
天
中
止

■
集
合
場
所

　
上
日
川
峠
（
ロ
ッ
ヂ
長
兵
衛
前
）

　
午
前
９
時 
集
合

　
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
北
口
（
送
迎
希
望
の
方
）

　
午
前
８
時
30
分

■
コ
ー
ス
・
定
員

　
「
大
菩
薩
」
コ
ー
ス

　
（
初
心
者
、
中
級
者
向
き
）
50
名

　
「
丸
川
峠
」
コ
ー
ス

　
（
健
脚
者
向
き
）　　
　
　
　
25
名

■
参
加
料
（
当
日
徴
収
）

　
５
０
０
円
（
温
泉
入
浴
券
付
き
）

■
送
迎
料
（
当
日
徴
収
）

　

２
，
０
０
０
円　

※
お
帰
り
は
大
菩
薩
の
湯
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

�

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

携
帯
電
話
番
号
、
自
宅
電
話
番
号
、
集
合

場
所
、
コ
ー
ス
、
宿
泊
の
有
無
を
観
光
交

流
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
締
切

　
５
月
２
日
（
月
）
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
企
画
・
宣
伝
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
１

　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kankou@
city.koshu.lg.jp

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います。

老齢基礎年金
障害基礎年金
遺族基礎年金
（注１）

受給資格期
間への算入

年金額への
反映

受給資格期間
への算入

納付 ○ ○ ○
学生納付
特例 ○ ×

（注２） ○

未納 × × ×
（注１）障害基礎年金および遺族基礎年金を受け取るためには一
定の要件があります。（注２）保険料を１０年以内に納付（追納）
すると年金額に反映されます。
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「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
（
高
齢
者
向
け
）」
の
お
知
ら

せ■対
象
者

　

�

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と

な
る
方

◎�

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
対
象
者
と

は
・
・

　

�

平
成
27
年
１
月
１
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
て
、

平
成
27
年
度
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
な
い
方
で
す
。

※�

た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親

族
等
や
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
対
象
外

で
す
。

■
支
給
額

　
１
人
に
つ
き
３
万
円

■
申
請
書

　

�

申
請
書
は
、
４
月
下
旬
頃
税
に
関
す
る
お

知
ら
せ
と
と
も
に
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

■
申
請
方
法

　

�

申
請
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
市
役
所
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

窓
口
で
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
郵
送
で

の
申
請
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

　
４
月
26
日
（
火
）
～
７
月
26
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
支
給
方
法

　
ご
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み

※�

申
請
書
の
内
容
を
確
認
し
た
結
果
、
受
給

者
に
は
支
給
決
定
通
知
書
を
、
受
給
者
と

な
ら
な
か
っ
た
方
に
は
不
支
給
決
定
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

《
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　

�

申
請
に
お
い
て
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
、

市
役
所
か
ら
問
い
合
せ
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
市
役
所
や
厚
生
労
働
省
な
ど

か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
現

金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
や
、
給
付
の
た
め
に
手
数
料
な
ど
の

振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
�

申
請
内
容
の
確
認
な
ど
、
市
役
所
か
ら
申

請
者
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
す
る
場
合

は
、
市
役
所
か
ら
の
電
話
連
絡
の
後
に
一

度
電
話
を
お
切
り
い
た
だ
き
、
申
請
者
か

ら
市
役
所
に
お
か
け
直
し
い
た
だ
く
な
ど

の
方
法
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

�

市
役
所
を
名
乗
っ
た
個
人
情
報
の
詐
取
、

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
で

す
。
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
国
に
お
け
る
広
報
等
】

◦�

厚
生
労
働
省
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://w
w

w
.2kyufu.jp/

◦
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐
１
９
２

※
運
営
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
楽
し
く
有
意
義
な
学
習
が
で
き

る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に

よ
り
指
導
者
を
紹
介
し
、
学
習
す
る
機
会
を

提
供
す
る｢

甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー

バ
ン
ク｣

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
方

　

�

市
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
個
人
及
び
グ

ル
ー
プ

■
活
動
ま
で
の
流
れ

①
指
導
者
は
、｢

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ　

ン
ク｣

に
登
録
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

②�

利
用
者(

学
習
を
始
め
た
い
方)

に
、
カ

ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
の
中
か
ら
希
望

に
合
っ
た
指
導
者
を
紹
介
し
ま
す
。(

登

録
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
、
ま
た
は
、
甲
州
市
民
文
化
会
館
備

え
付
け
の｢

甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー

バ
ン
ク
名
簿｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。)

※�

名
簿
に
連
絡
先
が
明
記
し
て
あ
る
指
導
者

の
方
へ
は
、
直
接
連
絡
し
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

※�

連
絡
先
が
明
記
し
て
い
な
い
指
導
者
の
方

へ
は
、
生
涯
学
習
課
を
通
し
て
の
連
絡
と

な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

↓

③�
利
用
者
と
指
導
者
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ

き
、
条
件
が
合
意
に
達
す
れ
ば
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
利
用
上
の
注
意
点

○�

利
用
者
と
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク

に
登
録
し
た
指
導
者
の
自
主
的
な
活
動
に

な
り
ま
す
。
生
涯
学
習
課
や
公
民
館
が
講

座
等
を
開
催
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

指
導
者
の
派
遣
に
係
る
経
費
等
は
、
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
費
用
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
と
指
導
者
の
双
方
で
協
議
の

う
え
、
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
指
導
者
の
登
録
方
法

　

�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
ま
た
は
、
甲
州

市
民
文
化
会
館
等
の
公
共
施
設
に
備
え
付

け
の｢

甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ

ン
ク
登
録
申
請
書｣

に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

登
録
は
、
18
歳
以
上
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ

ど
ち
ら
で
も
可
能
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当
（
甲
州
市
民
文
化
会
館
内
）

　
☎
32
‐
５
０
９
７　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１

利用できる講座 ※平成２８年４月現在

スポーツ
関係 ソフトボール／ヨガ／太極拳

文化・教養
関係

茶道／華道／むかしかたり／俳句
宇宙／天文学／摘み草体験／篠笛

芸術関係 染色／消しゴムはんこ／トールペイント

趣味・くらし
関係

料理／ほうとうづくり／蕎麦打ち／みそ
づくり／てづくりコンニャク／漢方茶料
理／フラワーアレンジメント／押し花／
ジェルネイル／絵手紙／着付け／ふとん
つくり／アロマ／パーソナルカラー

国際・ボラン
ティア関係 認知症予防英語
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写
真
で
甲
州
市
を
元
気
に
！
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
び
き
り
の
笑
顔
写
真
大
募
集
！

　
「
写
真
で
甲
州
市
を
元
気
に
！
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
甲
州
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
笑
顔
写
真

の
展
示
会
「
ほ
れ
、
笑
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
！

＝
笑
顔
の
甲
州
市
写
真
展
＝
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

現
在
、
写
真
展
に
展
示
す
る
皆
さ
ん
の
と

び
き
り
の
笑
顔
写
真
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
応
募
が
で
き
ま
す

の
で
、
笑
顔
で
い
っ
し
ょ
に
甲
州
市
を
元
気

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

応
募
に
は
い
く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
。

応
募
詳
細
は
甲
州
市
民
文
化
会
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
弾

　
趣
（
お
も
む
き
）

　
甲
州
市
文
化
協
会
写
真
部
四
季
の
写
真
展

　

�

四
季
折
々
、
移
り
行
く
季
節
の
美
し
さ
を

表
現
し
た
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
期　
間

　
４
月
30
日
（
土
）
～
５
月
22
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
１
階

　
歴
史
民
俗
資
料
室

■
休
館
日

　
月
曜
日・５
月
３
日（
火
）～
５
月
５
日（
木
）

■
共　
催　
甲
州
市
文
化
協
会
写
真
部

第
２
弾

　
ほ
れ
、
笑
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
！

　
笑
顔
の
甲
州
市
写
真
展

■
期　
間

　
５
月
31
日
（
火
）
～
６
月
19
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
１
階

　
歴
史
民
俗
資
料
室

■
休
館
日　
月
曜
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
☎
32
‐
１
４
１
１

※�

甲
州
市
民
文
化
会
館
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
特
設
サ
イ
ト
か
ら
も
ご
覧
で
き
ま
す
。

（http://goo.gl/JV
rQ

FV

）

第
10
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会

　

３
月
６
日
に
塩
山
北
小
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
優　
勝　
清
水
創
太
（
塩
山
中
学
校
）

　
準
優
勝　
矢
崎
奈
美
恵
（
日
川
高
校
）

　
３　
位　
矢
﨑
貴
政
（
日
川
高
校
）

　
　
　
　
　
曽
根
真
奈
香
（
松
里
中
学
校
）

第
11
回

市
長
旗
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

３
月
５
日
に
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
た
大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
優　
勝　
神
金
チ
ー
ム

　
準
優
勝　
た
ん
ぽ
ぽ
チ
ー
ム

　
３　
位　
於
曽
チ
ー
ム

市民提案型協働のまちづくり支援（補
助金交付）制度平成 28 年度事業を募
集しています

■市民提案型協働のまちづくり支援制度
　�この制度は、地域の問題や課題を市に要望するの

ではなく、みなさんの身近なアイデアや気づきを
提案していただき、みなさんがその解決策を考え
て市に提案し、市と一緒に解決に向けて活動して
いただくものです。提案いただいた事業の中から
市と協働で実施するにふさわしい事業を選び、支
援の限度額を１事業２０万円以内とし、毎年度予
算の範囲以内で実施するものです。

■次の事業について提案を募集します。
①�市の事務事業のうち協働事業として実施すること

が適当な事業
②地域のまちづくりの推進を図る事業
③地域の保健、医療又は福祉の増進を図る事業
④地域の環境の保全を図る事業
⑤地域の教育・文化・スポーツの振興を図る事業
⑥地域の国際化の推進を図る事業
⑦地域の安全を図る事業
⑧�その他地域の活性化や振興に資するものと市長が

認める事業
■事業提案は自由にテーマが設定できます。
　�社会的課題、地域課題等の解決に向けた思いやア

イデアを市民、市民活動団体、ＮＰＯ法人及び行
政区等から提案を受けて、提案団体と市が共通の
目的を持って選考された提案事業を協働で実施す
ることにより、その相乗効果が認められる公益性
の高い事業に対して補助金を交付します。

※例えば、
○�桜等の樹木や花の景観を創造する地域おこし事業
○�地域ブランドの確立のため伝統野菜を使った料理

コンテストの開催
○�自慢できる地域の文化財や景観等を多くの人に紹

介するため、その周辺の清掃作業等を行う地域お
こし事業等です。

■応募方法
　�次の書類を市民課市民参画・協働担当に提出して

ください。
○市民提案型協働のまちづくり事業補助金申請書
　他添付書類（書類は、市ホームページ及び市民課
に用意してあります。）
■選考方法
①一次審査（書類審査）②二次審査（選考委員会）
※�必要に応じ、面接にて団体代表、団体事務担当者

から説明をいただく場合があります。
■その他
　�要望があれば、「協働のまちづくり」に関する出

前講座等も行います。
◆お問い合わせ先　市民課　市民参画・協働担当
　　　　　　　　　☎３２ ‐ ５５８３
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武
田
の
史
跡
と
近
代
化
遺
産
め
ぐ

り
　

甲
斐
大
和
駅
か
ら
江
戸
時
代
勧
請
さ
れ
た

と
い
う
三
嶋
神
社
、
堰
堤
な
ど
の
近
代
化
遺

産
を
め
ぐ
り
、
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
で

話
題
の
武
田
勝
頼
公
終
焉
の
地
、
景
徳
院
を

訪
ね
、
昔
を
偲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日　
時

　
４
月
16
日
（
土
）
※
雨
天
中
止

　
受
付　
午
前
８
時
30
分
～

　
出
発　
午
前
９
時
～　
　

■
集　
合

　
Ｊ
Ｒ
甲
斐
大
和
駅

※
駐
車
場
は
甲
州
市
役
所
大
和
支
所

■
定　
員　
30
名
（
当
日
参
加
可
）

■
参
加
費　
７
０
０
円

※
保
険
代
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
、
お
茶
代

■
主　
催　

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

■
後　
援

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

第
５
回
え
ん
ざ
ん
ま
ち
な
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

あ
る
い
て
あ
つ
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＆

抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
測
定
機
材
に
よ
る
メ
タ
ボ
チ
ェ
ッ

ク
と
国
保
保
健
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

■
日　
時

　
４
月
23
日
（
土
）

◦
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
始　
午
前
９
時
～

◦
抽
選
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト

　
塩
山
街
中
商
店
街

　

�（
旗
が
立
っ
て
い
る
お
店
な
ら
、
ど
こ
か
ら

で
も
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。）

■
抽
選
会
場

　
お
よ
っ
ち
ょ
い
ぷ
ら
ざ
七
里

　

�（
各
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
で
１
０
個
ス
タ
ン

プ
を
集
め
る
と
、
抽
選
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。）

■
参
加
費　
無
料

■
主　
催　

　
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員
会

　
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
３
２
２
５
‐
３
０
４
０

紗
耶
加
人
形
作
品
展

　

さ
わ
や
か
の
語
感
に
由
来
し
、「
紗
耶
加
」

の
名
前
を
持
つ
和
紙
の
創
作
壁
掛
け
人
形
。

現
在
、
甲
州
市
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る

紗
耶
加
人
形
家
元
・
志
村
と
み
先
生
と
お
弟

子
さ
ん
達
の
作
品
を
約
60
点
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

表
情
や
動
き
を
和
紙
に
託
し
平
面
に
表
現

さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
で
異
色
的
な
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
期　
間　
４
月
17
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
※
休
館
日　
月
曜
日

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館 

１
階

　
　
　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
室

■
主　
催　
甲
州
市
・
甲
州
市
教
育
委
員
会

■
共　
催　
志
村
と
み

■
協　
力　
紗
耶
加
人
形
教
室

　
　
　
　
　

http://goo.gl/qty56m

◆
お
問
合
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館 

☎
32
‐
１
４
１
１

山
野
草
・
小
物
盆
栽
展
の
開
催

　

甲
州
市
文
化
協
会
、
山
野
草
・
小
物
盆
栽

部
は
、
こ
の
１
年
、
部
員
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
作
品
を
披
露
す
る
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
期　
間

　
４
月
22
日
（
金
）
～
24
日
（
日
）

　
22
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
23
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
24
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場　
所

　
恩
賜
林
記
念
会
館　
１
階

■
主　
催

　
甲
州
市
文
化
協
会 

山
野
草
・
小
物
盆
栽
部

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
文
化
協
会 

山
野
草
・
小
物
盆
栽
部

　
部
長　
日
原
修
身

　
☎
０
９
０
‐
７
２
１
６
‐
２
３
６
５

甘
草
の
里
づ
く
り
報
告
会

ハ
ー
ブ
体
験
教
室
開
催

　

平
成
25
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
甘
草

の
里
づ
く
り
」
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
現
状
の
報
告
と
将
来
へ
の
展
望
等
を

考
え
て
い
く
「
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
甘
草
、
ハ
ー
ブ
、
ア
ロ
マ
を
使
用
し

た
手
づ
く
り
ハ
ー
ブ
体
験
や
甘
草
ブ
レ
ン
ド

テ
ィ
ー
の
試
飲
会
も
行
い
ま
す
。

■
日　
時　
４
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
内　
容

①
報
告
会　

　

�「
甘
草
の
里
づ
く
り　

３
年
間
の
取
り
組

み
」
産
業
振
興
課

②�

手
づ
く
り
ハ
ー
ブ
体
験
教
室
（
定
員
40
名
）

　

�「
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
＆
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作

り
」　

　

�

講
師　
小
島
美
穂 

先
生
（Arom

a space 

み
ん
と
）

■
申
込
方
法

　

�

産
業
振
興
課
ま
で
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

報
告
会
の
み
の
参
加
は
可
能
で
す
が
、
手

づ
く
り
ハ
ー
ブ
体
験
教
室
の
参
加
は
、
報

告
会
の
参
加
者
に
限
り
ま
す
。（
参
加
は
無

料
で
す
。）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

sangyou@
city.koshu.lg.jp
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第５１回
甲州市ふるさと武田勝頼公まつり
武田家の聖地、甲州市。甲州市ふるさと武田勝頼
公まつりは、武田一族の霊を慰め甲斐を支配した
権勢を語り伝えます。
勝頼公の菩提寺景徳院に参拝した後、一般公募で
選ばれた勝頼公とその妻北条夫人や湖衣姫をはじ
め、市内外からの参加者などが扮する勝頼公軍団
が勇壮な出陣絵巻を繰り広げます。
大和中学校女子生徒らによる巫女の舞、大和小学
校児童による甲斐天目山勝頼公太鼓が奉納され、
祭りに彩りを添えます。
その他、会場では歌謡ショーや地域特産品等の出
店もありますので、ぜひ、お越しください。

■日　時　4月24日（日）
　　　　　午前１０時３０分～午後３時３０分
■会　場　大和中学校校庭

◆主催・お問い合わせ先
　甲州市ふるさと武田勝頼公まつり実行委員会
　（甲州市観光交流課内）　☎３２‐５０００

【主な内容】
勝頼公軍団武者行列／勝頼公軍団出陣絵巻／
甲斐天目山勝頼公太鼓／合唱／バンド演奏／
大和ふるさとの踊り／伸太郎、雨宮知子歌謡
ショーなど

※印は雨天時／種別
4月　9 日（土）午後７時３０分～　開会式（塩山体育館）※実施
4月10 日（日）午前８時３０分～　バドミントン（勝沼体育館）※実施／オープン
4月10 日（日）午前８時３０分～　バスケットボール（塩山中学校体育館）※実施／オープン
4月10 日（日）午前８時３０分～　グラウンドゴルフ（塩山総合グラウンド）※延期／支部対抗
4月10 日（日）午前８時３０分～　ソフトバレー（塩山体育館）※実施／支部対抗
4月10 日（日）午前８時３０分～　柔 道（塩山ふれあい館 武道館）※実施／オープン
4月14 日（木）午後８時００分～　弓 道（勝沼弓道場）※実施／オープン
4月16 日（土）午前８時００分～　ゲートボール（塩山総合グラウンド）※小雨決行／支部対抗
4月17 日（日）午前８時３０分～　空 手（塩山南小学校体育館）※実施／オープン
4月17 日（日）午前８時３０分～　卓 球（塩山北小学校体育館）※実施／支部対抗
4月17 日（日）午前９時００分～　少年野球（塩山総合グラウンド）※中止／オープン
4月17 日（日）午前９時００分～　インディアカ（勝沼体育館）※実施／オープン
4月17 日（日）午前９時３０分～　硬式テニス（レックセンター）※中止／オープン
4月17 日（日）午前８時３０分～　ソフトボール（藤木スポーツ広場グラウンド）※中止／支部対抗
4月23 日（土）午後７時３０分～　レクリエーション（塩山南小学校体育館）※実施／支部対抗
4月23 日（土）午前８時３０分～　剣道（玉宮小学校体育館）※実施／オープン
4月24 日（日）午前８時３０分～　家庭婦人バレーボール（塩山体育館）※実施／支部対抗
4月24 日（日）午前９時００分～　銃剣道（塩山ふれあい館 武道館）※実施／オープン
4月24 日（日）午前９時３０分～　ソフトテニス（勝沼中学校テニスコート／レックセンター）※中止／オープン

4月29 日（金）午前８時３０分～　陸上競技（塩山総合グラウンド）※小雨決行／支部対抗
5月　3 日（火）午前７時３０分～　クレー射撃（大月射撃場）※小雨決行／オープン

平成２８年度 第１０回甲州市体育祭り／種目・日程・会場 一覧表
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平成２８年度
『狂犬病予防注射』を実施します！

狂犬病予防注射を４月から５月にかけて市内各会
場で実施します。

◎料金について（一頭につき）　　３，５００円
※内訳　狂犬病予防注射手数料　　２，９５０円
　　　　注射済票代　　　　　　　　５５０円

※�お近くの会場についてご確認していただき、ご
都合のよい時間や場所での接種をお願いいたし
ます。

※注意事項
○�新たに犬を飼育する場合は、新規登録料として

３，０００円（別途）が必要になります。
○�注射の際に犬が興奮しますので、必ず制御でき

る方が同伴してください。
○�注射会場へ来られない場合はかかりつけの動物

病院でも接種できます。
○�飼い犬に年１回の狂犬病予防注射を接種するこ

とは法律で義務付けられています。
○�健康状態の優れない犬につきましては、事故防

止のため、注射を見送らせていただく場合があ
ります。

現在登録されている世帯へは、今回の予防
注射をハガキでお知らせしてあります。会
場には、ハガキを必ず持参してください。

◆お問い合わせ先
　環境政策課　☎３２ ‐ ２１１１
　　　　　　　（内２４３・２４４）
　勝沼支所　市民福祉担当
 　　　　　　　☎４４－１１１１（内２２）
　大和支所　市民福祉担当
　　　　　　　☎４８－２１１１（内１２）

平
成
28
年
度
レ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
教

養
講
座
・
ク
ラ
ブ
受
講
生
募
集
！

　

甲
州
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
レ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
）
で
は
、
教
養
講
座
・
ク
ラ
ブ
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
講
資
格

　

�

市
内
在
住
の
39
歳
以
下
の
方
、
ま
た
は
市

内
在
勤
の
39
歳
以
下
の
方

■
受
講
料

　

�

無
料
（
た
だ
し
、
講
座
に
よ
り
材
料
費
な

ど
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
す
。）

■
そ
の
他

　

�

利
用
の
際
は
、
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
は
産
業
振
興
課
商
工
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
教
養
講
座
＊

※
開
講
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

①
手
編
み
講
座

　

�

お
店
で
購
入
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

セ
ー
タ
ー
や
マ
フ
ラ
ー
を
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
楽
し
く
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
好

き
な
毛
糸
を
持
っ
て
ト
ラ
イ
し
て
み
よ

う
！

◦
開
催
日　
火
曜
日

◦
講　
師　
橋
本
千
代
美
さ
ん

◦
定　
員　
10
名

②
茶
道(

裏
千
家)

講
座

　

�
お
い
し
い
お
菓
子
と
お
い
し
い
お
茶
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
作
法
だ
け
で
な
く
、
和

の
心
も
学
べ
ま
す
。

◦
開
催
日　
水
曜
日

◦
講　
師　
菊
島
美
恵
子
さ
ん

◦
定　
員　
15
名

③
華
道(

創
美
流)

講
座

　

�

四
季
折
々
の
花
を
自
由
な
発
想
で
楽
し
く

活
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

◦
開
催
日　
水
曜
日

◦
講　
師　
市
川
一
美
さ
ん

◦
定　
員　
15
名

④
茶
道
（
表
千
家
）
講
座

　

�

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
時
代
に
一

服
の
お
茶
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
、
落
ち

着
い
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
な
が
ら
人
と
交

わ
る
こ
と
の
出
来
る
講
座
で
す
。

◦
開
催
日　
木
曜
日

◦
講　
師　
北
角
芙
久
恵
さ
ん

◦
定　
員　
15
名

＊
ク
ラ
ブ
＊

■
曜
日
・
時
間
な
ど

◦
軟
式
テ
ニ
ス

　
火
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

◦
硬
式
テ
ニ
ス

　
水
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

　
木
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

　
金
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

◦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　
木
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

◦
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
金
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
（
レ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
） 　
☎
33
‐
６
９
５
５

　
産
業
振
興
課 

商
工
担
当 

☎
32
‐
５
０
９
２
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に
必
要
な
基
礎
知
識
の
習
得
、
仲
間
づ
く
り

の
機
会
と
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内　
容

①
年
間
の
栽
培
管
理
に
関
す
る
現
地
講
習
会

※
予
定　

�

モ
モ
コ
ー
ス
、
ブ
ド
ウ
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
各
４
回
程
度
）

②�

果
樹
栽
培
や
農
業
経
営
に
関
す
る
講
義
形

式
の
全
体
講
習
会
（
８
回
程
度
）

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
定　
員

　
各
コ
ー
ス　
25
名
程
度

■
時　
期

　
平
成
28
年
５
月
～
平
29
年
３
月

■
場　
所

　
東
山
梨
合
同
庁
舎

　
果
樹
試
験
場

　
総
合
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
峡
東
地
域
農
家
ほ
場
等

■
締
切
日　
４
月
20
日
（
水
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
峡
東
農
務
事
務
所

　
（
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
）　

　
☎
20
‐
２
７
０
７　
ＦＡＸ
20
‐
２
７
０
９

塩山駅南口
市民ギャラリー

4月4日（月）～5月2日（月）

勝沼文化協会「なでしこ
教室」による絵手紙を展
示いたします　※展示内
容・期間は、変更になる
場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

は
か
り
の
検
査
を
実
施
し
ま
す

　

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査
は

２
年
に
１
度
行
わ
れ
ま
す
。今
年
度
は（
勝
沼
、

大
和
地
域
）
が
対
象
の
年
と
な
り
、
次
の
日

程
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
該
当
者

は
、
受
検
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は

か
り
は
、
県
知
事
が
実
施
す
る
定
期
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

◎�

商
店
・
観
光
農
園
な
ど
で
商
品
の
重
量
を

計
り
取
引
に
用
い
る
場
合

◎
薬
局
な
ど
で
薬
の
調
合
に
用
い
る
場
合

◎�

病
院
・
学
校
・
保
育
園
な
ど
で
健
康
診
断

の
体
重
測
定
に
用
い
る
場
合
な
ど
。

※�

た
だ
し
、
家
庭
用
は
か
り
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

■
大
和
地
域

○
日
時　
４
月
14
日
（
木
）
全
て
の
地
区

○
場
所　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

○
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
※
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く

■
勝
沼
地
域

○
日
時
／
対
象
地
区

　
４
月
15
日
（
金
）

　
勝
沼
地
区
（
勝
沼
、
等
々
力
、
深
沢
）

　
４
月
18
日
（
月
）

　
全
て
の
地
区

　
４
月
19
日
（
火
）

　

�

菱
山
地
区
（
菱
山
、中
原
）、東
雲
地
区
（
小

佐
手
、
山
、
休
息
、
綿
塚
）

　
４
月
21
日
（
木
）

　
祝
地
区
（
下
岩
崎
、
上
岩
崎
、
藤
井
）

　
４
月
22
日
（
金
）

　
全
て
の
地
区

　
４
月
25
日
（
月
）

　
全
て
の
地
区

○
場
所　
勝
沼
市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

○
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
※
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く

■
そ
の
他

①�

前
回
２
年
前
に
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
に

は
通
知
に
よ
り
検
査
日
を
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。
該
当
日
で
都
合
が
悪
い
場
合

等
は
産
業
振
興
課
商
工
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

②�
２
５
０
㎏
以
上
の
大
型
の
は
か
り
は
、
所

在
場
所
（
設
置
場
所
）
で
の
検
査
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
前
回
よ
り
移
動
可
能
な
電

気
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
は
か

り
と
同
様
に
集
合
検
査
で
受
験
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

③�

前
記
以
外
の
方
で
、
検
査
の
対
象
と
思
わ

れ
る
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
検
査

に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
振

興
課
商
工
担
当
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

平
成
28
年
度　
果
樹
技
術
向
上
セ
ミ

ナ
ー
受
講
者
募
集

　

山
梨
県
峡
東
農
務
事
務
所
で
は
、
峡
東
管

内
で
就
農
を
目
指
す
方
や
就
農
３
年
以
下
の

栽
培
経
験
の
浅
い
農
業
者
を
対
象
に
、
果
樹

技
術
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
モ
モ
、

ブ
ド
ウ
の
基
本
的
な
栽
培
技
術
や
農
業
経
営

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来

の
た
め
に

©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

夫婦の会話
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無
料
法
律
相
談

■
日　
時　
４
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　

２
階

　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
７
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※�

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

　

４
月
５
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※�

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時　
　
４
月
27
日
（
水
）

　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　
　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　
容

　

�

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
、
労
働
契
約
、

社
会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

※�

こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

制
で
す
。

■
そ
の
他

○�

４
月
５
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

○�

相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　
４
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　

　
市
役
所
本
庁
舎 
２
階 

第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※�

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
４
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　

２
階　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※�

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

甲
府
年
金
事
務
所　
出
張
相
談

　

甲
府
年
金
事
務
所
で
は
、
毎
月
第
４
水
曜

日
に
市
役
所
本
庁
舎
内
に
出
張
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
窓
口
で
は
お
受
け
で
き
な
い
年
金

請
求
手
続
き
、
年
金
受
給
者
の
死
亡
に
関
す

る
手
続
き
、
年
金
加
入
（
納
付
）
記
録
の
確

認
や
年
金
額
の
試
算
等 

お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日　
時

　
毎
月
第
４
水
曜
日
（
原
則
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
市
役
所　
本
庁
舎

※�

日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

※�

基
礎
年
金
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の
（
年

金
手
帳
、
年
金
証
書 

等
）
及
び
本
人
確
認

が
で
き
る
身
分
証
明
証
（
運
転
免
許
証
等
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
方

が
お
越
し
の
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任

状
と
代
理
の
方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

※
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所　

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

　
日
本
年
金
機
構　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n/w

w
w

/
index.htm

l

す
こ
や
か
発
達
相
談　

　
子
育
て
で
「
子
ど
も
の
発
達
が
心
配
」「
子

ど
も
の
関
わ
り
方
で
悩
ん
で
い
る
」「
入
園
や

入
学
に
つ
い
て
不
安
」
な
ど
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

す
こ
や
か
発
達
相
談
で
は
、
保
護
者
の
子

育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
に
専
門
ス
タ
ッ

フ
（
臨
床
心
理
士
、
言
語
聴
覚
士
、
歯
科
医

師
〈
嚥
下
相
談
〉、保
健
師
）
が
一
緒
に
考
え
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
次
の
連
絡
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

※
相
談
内
容
や
個
人
が
特
定
さ
れ
る
情
報
な

ど
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

■
日　
時　
５
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

※�

嚥
下
相
談
に
関
し
て
は
申
し
込
み
後
に
相

談
の
上
、
日
程
を
決
め
ま
す

■
申
し
込
み　
随
時

■
場　
所

　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対　
象

　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
３

　
ＦＡＸ
32
‐
３
０
７
２



広報こうしゅう
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障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
時
間
外
相
談
日

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
４
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
４
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日
、

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

(

予
約
制)

　

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身

が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談

に
の
り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
視
覚

　
石
原　
テ
ル 

氏　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤　
養
蔵 

氏　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村　
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村　
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中
美
津
江 

氏　
☎
32
‐
３
１
２
０

■
知　
的

　
雨
宮
さ
つ
き 

氏　
☎
32
‐
０
２
８
５

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
・
時
間
帯
、
ま
た
来
所
で
き
な
い

　
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

　

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
４
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
申
込
み　
４
月
13
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

も
の
忘
れ
相
談　

　

も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
４
月
15
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※�

こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

４
月
13
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
陶
芸
教
室

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
４
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼
を

し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た

開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
４
月
19
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

■
場　
所

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎 

地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
※
開
設
日
の
み

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』
例

会　■
日　
時　
４
月
14
日
（
木
）　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階

　
　
　
　
　
第
２
研
修
室

■
内　
容　

�

定
期
総
会　
　
　
　
　

■
対　
象　

�

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る

方
、
介
護
に
つ
い
て
関
心
の
あ

る
方　

■
締
切
日　
４
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　全国的に子どもが被害に遭ったり、子どもの安全が
脅かされたりする犯罪が後を絶ちません。子どもに対
する被害防止教育を行い、自分を守るための力を身に
つけさせましょう。
　警察では、防犯教室・防犯指導において、児童たち
に「イカのおすし」を合い言葉に被害防止教育を行っ
ています。

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

みんなでつくろう安全・安心のまち

不動産無料相談
■日　時　4月21日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５‐２４３‐４３０４

市の人口 ※平成 28年 2月 1日現在
（　　）内前月比

	 人口	 33,214人	 （－ 44人）
	 男	 16,065人	 （－ 19人）
	 女	 17,149人	 （－ 25人）
	 世帯	 13,228世帯	（＋ 3世帯）

温かな善意ありがとうございました
◎甲州市社会福祉協議会へ
　故　内田智文さん（上於曽）
　（公益社団法人）山梨法人会甲州支部
　支部長　有賀雄二さん

平成２８年度山梨県警察官採用試験
平成２９年４月採用第１回
受付期間：４月１５日（金）まで
第１次試験日：５月８日（日）

警察官採用のお知らせ

試験に関する問い合わせ・採用試験案内請求先
日下部警察署 警務課 採用試験担当　
　☎０５５３－２２－０１１０（代表）

♦採用予定人員♦
男性　 ５４名程度
女性　　 ６名程度

■警察官 A ■
昭和６１年４月２日
以降の生まれで大学
を卒業した方　又は
卒業見込みの方

新入学児童等の
犯罪被害防止

イカ…「行かない」 
　　　　　知らない人について行かない。

　の　…「乗らない」
　　　　　知らない人の車に乗らない。

　お　…「大声で叫ぶ」 
　　　　　「助けて」と大きな声をだす。防犯ブザーを鳴らす。

　す　…「すぐ逃げる」
　　　　　こわかったら大人のいる方にすぐ逃げる。

　し　…「知らせる」
　　　　　どんな人が何をしたか、家の人に知らせる。

=
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★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

◆平成２８年度
　《カムカムクラブ会員募集》
　カムカムクラブは、勝沼図書館を拠点にし、
様々な活動と読書アニマシオンを通して「自ら
学ぶ子ども」を育てる子ども読書クラブです。
今年度も会員を募集します。
　本のクイズ大会や図書館スタッフ体験、市内
探検など、本に関連した楽しい活動を月１回行
います。
◎募集対象
　小学校３・４年生（定員２０名）
◎参加費用
　クラブ費２５００円（記念品としての図書購
入費・保険代・活動費雑費を含む）
◎申し込み
　４月１日（金）午前１０時から電話で受け付
けます。詳しくは勝沼図書館まで。

◆大和図書館開館時間のお知らせ
　大和図書館は４月から９月までの期間、火曜
日から金曜日は開館時間が午前１０時から午後
６時までとなります。

◆武田勝頼公に関する図書展
♪会期　４月１２日（火）～
♪会場　大和図書館

◆子ども図書館第４８回企画展
　「踊る！てまえみそ＆こうじ展」
♪会期　４月１日（金）～６月２６日（日）
♪会場　甘草屋敷子ども図書館
★親子イベント
　「発酵兄弟と踊って楽しく食を学ぶ」
♪日時　４月２４日（日）午前１０時〜
　　　　※参加申し込みは塩山図書館まで

◆甘草屋敷子ども図書館
　パークライブラリー＆縁側カフェ
♪日時　５月１４日（土）・１５日（日）　
　　　　午前１０時～午後４時
　甘草屋敷の庭に設置したブースで親子や友達
同士で一緒に絵本を読んでみよう！全部まわる
と、すてきなプレゼントが♪
●お父さんのおはなし会
♪日時　５月１５日（日）午前１０時３０分～

◆ビブリオバトルＩＮ塩山
　　　　　　　　　小中学生大会！
♪日時　５月２８日（土）午後２時～
♪会場　甲州市民文化会館　ロビー
♪発表者募集中です！
　小中学生はどんな本を紹介してくれるので
しょうか？当日の観戦は自由です。
　ただし投票は３０名までとなります。
♪お問合せ　塩山図書館

◆図書館友の会より図書献本のお願い
　４月のブックフリーマーケットに向けて、皆様
からの図書の献本をお待ちしています。

【募集している図書】児童書・絵本・一般読み物（文
庫・新書も可）・一般実用書等（２０１０年版以降
のもの）

【持ち込み先】事前に電話連絡の上、塩山図書館ま
でお持ちください。
◎ブックフリーマーケット＆雑誌リサイクル市
♪日時　４月２３日（土）
　　　　午前１０時〜午後４時
♪会場　甲州市民文化会館　ロビー

◆勝沼図書館ブックリサイクル
♪日時　５月３日（火）・４日（水）・５日（木）
♪会場　勝沼図書館前テント（雨天の場合館内）

　不要になった本（週刊誌・雑誌・マンガ雑誌は
除く）がありましたら開館時間内に勝沼図書館ま
でお持ちください。



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp
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毎日笑顔をありがとう。
仲良しな兄妹になってね！

父・秀仁さん、母・麦さん
（三日市場）

一緒に使命を果たしていこうね！

父・光義さん、母・信恵さん
（上於曽）
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わが家のスター

お姉ちゃん達が大好きな祐奨くん。
いつも笑顔いっぱいです！これから
もスクスク元気に育ってね。

父・敬祐さん、母・美幸さん　
（下小田原）
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〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085番地 1　☎ 0553-32-2111　FAX 0553-32-1818

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。
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icephoto ２月２８日、勝沼ぶどう郷駅から望む景観を守ろうと
１１０人のボランティアが集まり、白色ガードレール
を茶色に塗り替える作業を行いました。

広告サンプル（原寸大）

Koshu
City

勝沼ぶどう郷駅から景観改善事業


